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上
尾
市
の
集
落
の
中
に
は
、
江

戸
時
代
か
ら
付
さ
れ
た﹁
屋
号
﹂

が
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
例
が

数
多
く
み
ら
れ
る
。﹁
屋
号
﹂は
大

き
く（
一
）家
の
格
や
性
格
を
示
す

も
の（
二
）家
の
位
置
や
場
所
を
示

す
も
の（
三
）家
の
職
業
・
副
業
を

示
す
も
の
な
ど
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。こ
の
三
分
類
の
う
ち
、

第
三
の﹁
職
業
・
副
業
﹂は
、
本
来

農
民
身
分
の
家
の
農
業
外
の
職
で

あ
り
、﹁
農
間
渡
世
﹂と
称
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
、

ざ
る
屋
、
下
駄
屋
、
綿
屋
、
か
じ

屋
、
屋
根
屋
、
大
工
、
左
官
、
鳶と
び

、

茶
屋
、
油
屋
な
ど
が
あ
る
。
こ
の

﹁
農
間
渡
世
﹂の
職
種
は
、
江
戸
時

代
も
後
期
に
な
る
ほ
ど
多
様
化
し

て
い
る
。
こ
れ
は
一
面
で
は
農
民

の
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を

示
す
が
、
反
面
で
は
専
業
農
民
が

減
少
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る

（﹃
上
尾
市
史
第
十
巻（
民
俗
）﹄）。

　
文
政
十（
一
八
二
七
）年
に
江
戸

幕
府
は
農
村
の
窮
乏
を
救
い
、
ま

た
奢し
ゃ
し侈
な
風
俗
を
抑
制
す
る
た
め

﹁
文
政
改
革
﹂を
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
農
村
地
域
ご
と
に﹁
改

革
組
合
村
﹂を
つ
く
ら
せ
、
職
人

の
手
間
賃
を
決
め
さ
せ
て
抑
制
さ

せ
て
い
る
。
文
政
十
二
年
の
上
尾

宿
改
革
組
合
村
の
取
り
決
め
に

は
、
大
工
、
木こ
び
き挽
、
桶
屋
、
左

官
、
屋
根
葺
、
綿
打
、
樵き
こ
りな
ど
の

職
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
み
る
と
、
当
時
農
村
で
も
多
く

の
農
間
渡
世
人
が
活
躍
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
こ
で
は
農

業
手
伝
人
・
米こ
め

搗つ
き

人
・
紺こ
う
や屋
の
手

間
賃
抑
制
に
も
触
れ
、
居
酒
屋
の

営
業
時
間
の
制
限
、
衣
類
・
髪
型

の
奢
侈
禁
止
な
ど
、
幅
広
い
改
革

項
目
が
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

幕
府
側
の
改
革
要
項
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
が
、
支
配
さ
れ
て
い
る

宿
村
の
側
か
ら
み
る
と
、
当
時
実

に
多
様
な
農
間
渡
世
人
が
活
躍
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（﹃
上

尾
市
史
第
三
巻
・
第
六
巻
﹄）。

　
文
政
改
革
で
は
、
質
屋
の
営
業

時
間
を﹁
晩
六
ツ
時
迄ま
で

﹂と
制
限
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
増
大
し
た
質

屋
の
抑
制
政
策
で
あ
る
。
江
戸
時

代
も
後
期
に
な
る
と
質
屋
が
増
大

し
、農
村
金
融
は
活
発
に
な
る
が
、

反
面
借
金
に
苦
し
む
農
民
達
も
数

多
く
い
た
こ
と
に
な
る
。
農
民
金

融
の
活
発
さ
が
貧
富
の
差
を
拡
大

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

（
前
掲
書
）。

　
江
戸
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、

農
業
生
産
は
増
大
し
、
各
地
に
特

産
物
も
生
ま
れ
て
く
る
。
上
尾
市

域
を
含
む
埼
玉
県
東
部
で
も
、
岩

槻
木
綿
、
南
部
長
芋
、
紅
花
、

甘か
ん
し
ょ藷
な
ど
の
特
産
品
は
地
元
で
も

こ
れ
を
扱
う
農
民
が
あ
り
、
中
に

は
遠
隔
地
と
も
取
引
を
す
る
大
商

人
に
成
長
す
る
者
も
出
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
商
人
は
農
民
身
分
な
の

で﹁
農
間
渡
世
﹂と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
農
間
渡
世
の
増
大
が
江
戸

後
期
の
農
村
の
豊
か
さ
を
支
え
て

い
た
こ
と
に
も
な
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）

◆農
のう

間
かん

渡
と

世
せい

と職人◆

本紙は、再生紙を使用しております。

◆﹃広報あげお﹄は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅の他、市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”を利用してください。
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斎英泉画﹃木
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曾街道上尾宿加茂之社﹄（埼玉
県立歴史と民俗の博物館所蔵）にある加茂宮村
も上尾宿改革組合に入っていた

市の人口・世帯
（平成２4年₈月１日現在）

22万7，424人
男／11万3，462人
女／11万3，962人
　※前月より11人増。

9万3，824世帯

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で₅人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、﹃広報あげお﹄
の感想を記入して、₉月20日（木）まで（必着）
に上尾市広報課﹁わくわくクイズ係﹂へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
メールアドレス ： ｓ55000＠ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.ｌｇ.ｊｐ
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は10月号のこのコー
ナーで。前号の答えは﹁緊急医療﹂でした。ご
応募ありがとうございました（応募者39人）。

₉月から○○○○○○ワクチンの
予防接種が始まります

� （ヒントは₈ページ）


